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紹介と批評

中
村
勝
範
編

『
満
州
事
変
の
衝
撃
』

　
一
九
九
五
年
八
月
、
中
国
東
北
地
方
・
旧
満
州
の
主
要
四
都
市

（
大
連
・
藩
陽
・
長
春
・
ハ
ル
ビ
ン
）
を
列
車
で
旅
す
る
好
機
に
恵

ま
れ
た
。
元
来
日
本
外
交
史
を
講
じ
、
二
〇
年
余
も
こ
の
分
野
の
研

究
に
従
事
し
て
い
な
が
ら
、
近
代
日
中
関
係
史
の
眼
目
と
も
い
う
べ

き
旧
満
州
を
実
地
見
聞
し
て
い
な
い
こ
と
に
若
干
の
気
後
れ
が
あ
っ

た
。
は
た
し
て
そ
の
収
穫
た
る
や
、
改
め
て
歴
史
の
峻
厳
さ
に
身
を

硬
く
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
い
わ
ず
も
が
な
、
日
本
外
交
に
大
き

な
転
機
を
も
た
ら
し
た
一
九
三
］
年
九
月
一
八
日
の
満
州
事
変
勃
発

の
現
場
、
柳
条
湖
の
こ
と
で
あ
る
。
実
質
的
に
日
本
は
こ
の
地
か
ら

太
平
洋
戦
争
へ
と
踏
み
出
し
た
。
一
体
首
謀
者
で
あ
る
関
東
軍
の
石

原
莞
爾
中
佐
・
板
垣
征
四
郎
大
佐
は
何
を
考
え
、
行
動
を
起
こ
し
た

の
か
。
政
府
の
浜
口
雄
幸
首
相
や
幣
原
喜
重
郎
外
相
は
こ
れ
を
ど
う

抑
え
よ
う
と
し
た
の
か
。
あ
る
い
は
軍
中
央
部
、
マ
ス
コ
ミ
、
財
界
、

国
民
世
論
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
張
学
良
・
蒋
介
石
ら
中
国

側
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
国
際
連
盟
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

の
か
等
々
、
既
成
の
学
説
を
再
検
証
し
た
い
想
い
に
駆
ら
れ
た
次
第

で
あ
る
。

　
さ
て
本
書
は
、
上
記
の
よ
う
な
立
場
か
ら
し
て
、
き
わ
め
て
タ
イ

ム
リ
ー
で
好
企
画
な
論
文
集
で
あ
り
、
学
術
的
に
日
本
近
代
政
治
外

交
史
の
空
白
を
埋
め
る
専
門
書
と
し
て
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
を
疑

わ
な
い
。
そ
も
そ
も
本
書
は
、
二
二
人
か
ら
成
る
執
筆
陣
の
恩
師
た

る
中
村
勝
範
先
生
の
慶
慮
義
塾
大
学
退
職
を
記
念
す
る
事
業
と
し
て

始
ま
っ
た
。
そ
の
企
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
満
州
事
変
を
「
近
代
日
本

政
治
史
の
展
開
に
お
い
て
書
き
落
と
す
こ
と
の
で
き
ぬ
事
件
」
（
ま

え
が
き
）
と
位
置
づ
け
、
一
九
三
一
年
の
事
変
勃
発
の
前
後
か
ら
一

九
三
三
年
の
連
盟
脱
退
に
至
る
期
間
を
対
象
と
し
、
日
本
の
政
党
、

官
界
、
財
界
、
言
論
界
、
民
間
研
究
団
体
の
国
内
的
視
点
と
、
イ
ギ

リ
ス
、
中
国
、
朝
鮮
の
国
際
的
視
点
か
ら
、
満
州
事
変
へ
の
各
対
応

を
分
析
し
考
察
し
て
、
事
変
の
全
貌
を
体
系
的
に
提
示
す
る
こ
と
に

あ
る
。
以
下
、
四
〇
〇
頁
を
越
す
大
著
で
あ
る
が
、
所
収
論
文
の
要

旨
を
順
次
紹
介
し
、
本
書
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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二

　
ま
ず
国
内
の
政
治
勢
力
を
扱
っ
た
九
論
文
中
、
政
党
に
焦
点
を
当

て
た
前
部
三
篇
、
す
な
わ
ち
酒
井
論
文
の
「
民
政
党
の
反
応
」
、
玉

井
論
文
の
「
政
友
会
の
対
外
強
硬
論
」
、
小
栗
論
文
の
「
満
州
事
変

と
無
産
政
党
・
共
産
党
」
か
ら
取
り
上
げ
る
。

　
民
政
党
は
事
変
以
前
、
浜
口
雄
幸
を
首
班
と
す
る
政
権
の
与
党
で

あ
り
、
浜
口
遭
難
後
は
若
槻
礼
次
郎
を
後
継
と
し
た
。
そ
の
対
中
国

政
策
は
、
幣
原
外
交
の
下
で
不
干
渉
主
義
、
つ
ま
り
日
中
提
携
を
本

旨
と
す
る
穏
健
な
路
線
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
野
党
政
友
会
は
、

周
知
の
と
お
り
、
民
政
党
内
閣
の
外
交
政
策
を
「
軟
弱
外
交
」
と
批

判
し
て
止
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
両
党
の
政
権
争
奪
を
め
ぐ
る

熾
烈
な
確
執
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
論
者
は
、
民
政
党
機
関
誌
『
民

政
』
に
掲
載
さ
れ
た
党
幹
部
の
発
言
、
政
策
提
言
、
施
政
方
針
な
ど

を
分
析
の
対
象
と
し
、
同
党
の
対
応
の
変
化
を
論
考
す
る
（
以
下
の

諸
論
文
も
こ
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
て
い
る
）
。

　
事
変
前
の
『
民
政
』
は
、
幣
原
外
相
の
対
中
国
政
策
を
比
較
的
良

好
と
み
な
し
、
満
州
の
鉄
道
問
題
（
中
国
側
に
よ
る
満
鉄
平
行
線
建

設
の
件
）
に
関
し
て
も
、
楽
観
的
見
解
を
表
明
し
て
い
た
。
そ
の
背

後
に
は
中
国
を
将
来
の
有
力
な
市
場
と
し
て
期
待
す
る
見
解
が
あ
っ

た
。
し
か
し
一
九
三
一
年
四
月
に
若
槻
が
首
相
並
び
に
党
総
裁
に
就

任
以
後
、
日
中
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
た
。
七
月
の
万
宝
山
事
件

が
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
民
政
党
は
中
国
に
対
す
る
非
難

を
控
え
た
自
制
的
態
度
を
示
し
た
。
九
月
の
事
変
発
生
の
時
点
で
も
、

与
党
の
立
場
か
ら
「
満
州
に
お
け
る
領
土
的
欲
望
を
有
し
な
い
」
と

の
政
府
の
姿
勢
を
支
持
し
、
中
国
側
の
非
を
鳴
ら
す
も
の
の
、
わ
が

国
に
自
制
を
求
め
る
態
度
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
中
国
政
府
が
連
盟
に
提
訴
し
、
連
盟
の
対
日
姿
勢
が
厳

し
く
な
る
］
0
月
下
旬
以
降
、
『
民
政
』
の
ス
タ
ン
ス
に
変
化
が
現

れ
た
。
そ
れ
ま
で
強
調
さ
れ
て
き
た
日
中
の
相
互
理
解
に
よ
る
「
共

存
共
栄
」
の
建
て
前
が
影
を
潜
め
、
代
わ
っ
て
国
際
的
影
響
を
深
め

た
錦
州
爆
撃
を
「
極
く
軽
少
な
事
」
と
す
る
な
ど
、
関
東
軍
の
軍
事

作
戦
の
拡
大
を
追
認
し
、
連
盟
批
判
を
も
強
め
て
い
く
。
そ
し
て
一

二
月
に
政
権
を
政
友
会
に
奪
わ
れ
、
翌
三
二
年
二
月
の
総
選
挙
で
民

政
党
は
大
敗
す
る
と
、
国
民
世
論
に
迎
合
す
る
よ
う
に
そ
の
対
外
態

度
が
硬
化
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
三
月
に
満
州
国
が
成
立
し
、
九

月
に
「
日
満
議
定
書
」
調
印
に
よ
り
日
本
が
満
州
国
を
承
認
す
る
と
、

民
政
党
は
こ
れ
を
当
然
と
み
な
し
、
満
蒙
問
題
を
わ
が
国
の
死
活
問

題
と
受
け
と
め
た
。
反
面
、
満
州
国
の
現
状
は
多
難
で
あ
る
と
し
、

国
際
的
認
知
の
必
要
性
を
重
視
し
た
。
と
す
れ
ば
、
連
盟
の
対
目
批

判
に
は
慎
重
に
対
処
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
一
〇
月
、

リ
ッ
ト
ン
報
告
書
お
よ
び
連
盟
に
対
し
て
反
発
を
強
め
る
。
こ
の
あ
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た
り
に
、
同
党
の
世
論
へ
の
す
り
寄
り
が
顕
現
し
た
と
い
え
よ
う
。

三
三
年
三
月
の
日
本
の
連
盟
脱
退
以
後
、
民
政
党
は
世
界
的
孤
立
を

回
避
し
て
国
際
協
調
を
訴
え
た
も
の
の
、
も
は
や
そ
の
限
界
は
明
舟

で
あ
っ
た
。

　
他
方
、
政
友
会
の
動
向
で
あ
る
が
、
幣
原
外
交
の
対
角
線
上
に
位

置
す
る
立
場
か
ら
、
第
二
次
若
槻
内
閣
の
対
中
国
政
策
を
終
始
攻
撃

し
た
。
万
宝
山
事
件
な
ど
を
契
機
に
国
内
世
論
が
硬
化
し
て
い
く
と
、

同
党
は
こ
れ
を
追
い
風
と
し
て
、
対
満
蒙
積
極
政
策
を
精
力
的
に
説

き
続
け
る
。
そ
の
推
進
役
が
松
岡
洋
右
と
森
恪
で
あ
っ
た
。
松
岡
は

「
満
蒙
生
命
線
論
」
の
見
地
か
ら
、
「
満
蒙
よ
り
我
が
大
和
民
族
が
退

却
す
る
日
は
大
和
民
族
の
生
存
権
が
否
認
さ
せ
ら
れ
る
時
で
あ
る
」

と
壮
語
し
た
。
ま
た
森
は
、
田
中
義
一
内
閣
の
外
務
次
官
と
し
て
東

方
会
議
を
主
宰
し
た
と
お
り
、
幣
原
外
交
攻
撃
の
急
先
鋒
で
あ
り
、

同
党
の
対
中
国
政
策
を
よ
り
強
硬
論
へ
と
先
導
し
た
。
と
り
わ
け
中

国
側
に
よ
る
「
露
骨
な
る
敵
対
的
排
日
行
動
」
に
対
し
て
は
「
国
力

の
発
動
」
を
示
唆
す
る
な
ど
、
陸
軍
と
の
連
携
す
ら
辞
さ
な
か
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
政
友
会
は
、
事
件
勃
発
に
際
し
て
は
従
来
の
幣
原
軟

弱
外
交
が
も
た
ら
し
た
災
い
と
み
な
し
、
関
東
軍
の
軍
事
行
動
を
当

然
の
措
置
と
し
て
支
持
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
政
権
を
奪
い
、
犬
養

毅
内
閣
が
誕
生
す
る
が
、
長
年
日
中
関
係
改
善
に
腐
心
し
て
き
た
犬

養
自
身
は
党
内
の
強
硬
派
と
一
線
を
画
し
た
。
た
だ
し
三
二
年
二
月

の
総
選
挙
で
の
大
勝
は
党
内
強
硬
派
に
対
す
る
世
論
の
圧
倒
的
支
持

を
意
味
し
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
五
・
一
五
事
件
で
犬
養
は
テ
ロ
の

犠
牲
と
な
る
。
「
も
し
」
は
歴
史
に
禁
句
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

犬
養
の
死
が
な
け
れ
ば
、
日
中
関
係
の
危
局
は
も
う
少
し
別
の
も
の

と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
斉
藤
実
内
閣
成
立
後
の
同
党

は
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
に
反
発
を
強
め
、
満
州
国
へ
の
承
認
に
躊
躇

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
松
岡
が
連
盟
脱
退
の
花
形

と
し
て
内
外
か
ら
脚
光
を
浴
び
る
に
至
る
。

　
と
こ
ろ
で
政
権
党
か
ら
ほ
ど
遠
い
と
は
い
え
、
二
つ
の
無
産
政
党

（
社
会
民
衆
党
と
全
国
労
農
大
衆
党
）
と
日
本
共
産
党
は
満
州
事
変

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。
ま
ず
社
民
党
は
、
事
変
以
前
、
日

本
の
中
国
進
出
に
否
定
的
態
度
を
取
り
続
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
事
変
発
生
後
二
か
月
も
沈
黙
を
守
り
、
結
局
事
変
を
肯
定
し
た
。

要
す
る
に
「
社
会
主
義
日
本
の
建
設
の
た
め
に
満
蒙
権
益
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
」
と
の
主
張
で
あ
り
、
吉
野
作
造
ら
支
持
者
を
失
望
さ

せ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
背
後
に
は
、
直
前
に
行
わ
れ
た
全
国
的

な
府
県
議
会
選
挙
で
の
敗
北
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
同
党
は
事
変
支

持
の
国
民
世
論
に
同
調
す
る
こ
と
を
党
方
針
と
し
て
決
定
し
た
わ
け

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
労
農
党
は
、
事
変
勃
発
直
後
か
ら
、
従
来

の
反
戦
論
の
見
地
に
よ
り
事
変
反
対
を
鮮
明
に
し
た
。
し
か
し
党
幹

部
の
中
に
は
満
蒙
権
益
擁
護
の
立
場
か
ら
党
方
針
に
反
対
す
る
者
が
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現
れ
、
党
内
は
動
揺
し
た
。
し
か
も
総
選
挙
で
の
反
戦
論
が
一
般
大

衆
か
ら
甚
だ
不
人
気
で
あ
っ
た
た
め
、
以
降
、
そ
の
主
張
と
運
動
は

沈
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
以
上
の
無
産
政
党
と
比
較
す
る
と
、
共
産
党
は
い
ち
早
く
事
変
の

危
機
を
訴
え
、
一
貫
し
て
侵
略
戦
争
反
対
の
闘
争
を
行
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
運
動
は
全
国
的
規
模
で
実
施
さ
れ
た
わ
け

で
な
く
、
従
来
の
学
説
は
針
小
棒
大
す
ぎ
る
こ
と
、
ま
た
同
党
の
大

衆
へ
の
影
響
力
は
無
き
に
等
し
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
同

党
の
反
戦
論
は
平
和
主
義
者
の
反
戦
論
と
は
異
な
り
、
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
の
意
向
に
従
う
も
の
で
あ
っ
た
。

三

　
次
に
準
政
治
的
組
織
の
対
応
を
扱
っ
た
三
論
文
、
吉
田
論
文
の

「
国
維
会
の
成
立
と
思
想
活
動
」
、
内
川
論
文
の
「
財
界
の
ア
ピ
ー
ル

と
財
界
人
の
時
局
観
－
日
本
経
済
連
盟
会
を
中
心
と
し
て
」
、
雀

新
論
文
の
「
東
亜
同
文
会
の
中
国
観
」
、
そ
し
て
指
導
的
知
識
人
の

対
応
を
扱
っ
た
三
論
文
、
坂
本
論
文
の
「
満
州
事
変
に
お
け
る
国
際

協
調
外
交
の
模
索
－
石
井
菊
次
郎
を
中
心
と
し
て
」
、
加
地
論
文

の
「
国
際
協
調
論
者
田
川
大
吉
郎
に
お
け
る
対
外
認
識
の
矛
盾
」
、

沢
田
論
文
の
「
徳
富
蘇
峰
の
欧
米
観
」
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

　
「
国
維
会
」
は
、
大
正
末
頃
よ
り
政
党
政
治
の
腐
敗
を
問
題
と
し
、

日
本
の
伝
統
的
な
道
徳
・
風
教
の
頽
廃
に
危
機
意
識
を
抱
く
保
守
グ

ル
ー
プ
、
た
と
え
ば
内
務
官
僚
、
貴
族
院
議
員
、
軍
人
、
外
交
官
、

財
界
人
、
学
者
な
ど
幅
広
い
人
脈
を
擁
し
て
、
事
変
直
後
に
設
立
さ

れ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
事
変
の
勃
発
は
、
大
胆
な
国
内
改
革
と
満
蒙

間
題
を
含
む
大
陸
政
策
改
善
の
好
機
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
同
会

は
、
五
・
一
五
事
件
を
批
判
し
つ
つ
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
斉

藤
・
岡
田
両
挙
国
一
致
内
閣
に
親
和
的
で
あ
り
、
後
藤
文
夫
ら
有
力

メ
ン
バ
ー
を
こ
れ
ら
内
閣
に
入
閣
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
新
官
僚
運
動
を

展
開
し
た
。
他
方
、
外
交
政
策
面
で
は
、
欧
米
や
連
盟
不
信
を
基
盤

と
し
、
満
州
経
営
の
た
め
に
は
連
盟
脱
退
や
国
際
的
孤
立
を
や
む
な

し
と
し
つ
つ
、
日
本
と
満
支
、
ひ
い
て
は
東
洋
諸
国
の
一
体
化
（
道

義
的
結
合
）
を
提
唱
す
る
と
の
独
善
的
態
度
を
示
し
た
。

　
一
九
二
二
年
に
創
設
さ
れ
た
戦
前
の
代
表
的
経
済
団
体
で
あ
る

「
日
本
経
済
連
盟
会
」
（
会
長
は
団
琢
磨
）
は
、
事
変
勃
発
直
後
に
機

関
誌
『
経
済
連
盟
』
を
刊
行
し
、
諸
外
国
に
日
本
の
立
場
を
訴
え
る

役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
論
旨
は
、
個
人
的
に
は
「
満
蒙
生
命
線

論
」
と
い
っ
た
当
時
の
風
潮
に
疑
義
を
呈
す
る
見
解
も
み
ら
れ
た
が
、

総
じ
て
、
経
済
的
観
点
か
ら
中
国
と
の
紛
争
に
お
け
る
日
本
の
正
当

性
を
欧
米
諸
国
、
連
盟
、
国
際
商
業
会
議
所
な
ど
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

な
ど
、
政
府
の
立
場
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
東
亜
同
文
会
」
は
日
清
戦
争
後
に
積
極
的
な
大
陸
政
策
を
主
張
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し
、
か
つ
中
国
保
全
や
助
成
等
を
会
の
綱
領
と
し
て
一
八
九
八
年
に

成
立
し
た
。
元
来
政
治
色
よ
り
も
文
化
色
の
濃
い
組
織
で
あ
っ
た
が
、

事
変
が
発
生
す
る
と
俄
然
政
治
色
を
強
め
、
事
変
を
肯
定
す
る
と
と

も
に
既
得
権
益
保
持
の
言
論
を
展
開
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
軍
部
の

軍
事
行
動
を
支
持
し
て
い
く
。
反
面
、
同
会
は
満
州
国
成
立
か
ら
連

盟
脱
退
の
危
局
を
迎
え
る
と
、
日
本
と
欧
米
と
の
在
中
国
権
益
を
め

ぐ
る
対
立
打
開
を
図
り
、
国
際
的
孤
立
か
ら
の
脱
却
を
求
め
る
と
同

時
に
、
「
亜
細
亜
連
盟
」
の
試
み
を
通
じ
て
日
中
関
係
改
善
へ
と
動

く
と
い
っ
た
二
重
性
を
示
し
た
。

　
で
は
各
界
の
知
的
指
導
者
は
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
石
井
菊
次
郎
は
外
務
次
官
、
大
隈
内
閣
外
相
な
ど
を
努

め
た
官
界
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
「
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
」
の

締
結
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
事
変
勃
発
時
に
は
す
で

に
外
務
省
を
退
官
し
、
枢
密
顧
問
官
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
連
盟
の

日
本
代
表
や
同
理
事
会
議
長
、
ま
た
日
本
連
盟
協
会
会
長
で
も
あ
っ

た
こ
と
と
、
「
連
盟
を
中
心
と
す
る
国
際
協
調
の
平
和
的
政
策
（
換

言
す
れ
ば
侵
略
政
策
の
否
認
）
こ
そ
日
本
外
交
の
基
軸
で
あ
る
」
と

の
信
念
に
基
づ
き
、
積
極
果
敢
な
提
言
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
石

井
は
事
変
を
当
初
か
ら
出
先
軍
部
に
よ
る
策
動
と
見
て
、
政
府
と
軍

中
央
が
こ
れ
を
統
制
す
る
よ
う
求
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
満
州
に
お

け
る
軍
事
的
拡
大
、
満
州
国
樹
立
に
対
し
て
阻
止
す
べ
き
こ
と
を
主

張
し
た
。
半
面
、
連
盟
や
国
際
世
論
に
対
し
て
、
「
日
本
の
軍
事
行

動
は
自
衛
権
に
基
づ
き
、
不
戦
条
約
や
連
盟
規
約
に
違
反
し
な
い
」

と
の
立
場
を
取
り
つ
つ
、
国
内
世
論
に
対
し
て
は
連
盟
脱
退
の
非
を

訴
え
た
。

　
田
川
大
吉
郎
は
、
大
正
期
、
尾
崎
行
雄
と
と
も
に
普
選
や
軍
縮
実

現
に
努
め
、
連
盟
を
中
心
と
す
る
国
際
協
調
主
義
・
平
和
主
義
を
掲

げ
た
政
界
の
希
少
な
り
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
は
上
記

の
観
点
か
ら
、
満
州
・
上
海
事
変
を
批
判
し
、
日
本
の
連
盟
脱
退
に

反
対
す
る
な
ど
傑
出
し
た
存
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
満
蒙

が
中
国
主
権
の
及
ば
な
い
「
特
殊
地
域
」
で
あ
る
と
唱
え
、
こ
の
観

点
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
を
部
分
否
定
す
る
と
の
矛
盾
を
も
内
包
し

て
い
た
。

　
徳
富
蘇
峰
は
、
明
治
期
よ
り
論
壇
の
雄
と
し
て
高
い
知
名
度
を
も

ち
、
大
正
・
昭
和
期
に
お
い
て
も
『
東
京
日
日
新
聞
』
な
ど
を
舞
台

に
世
論
形
成
に
絶
大
な
役
割
を
果
た
し
た
ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
で
あ
っ
た
。
彼
は
事
変
に
際
し
て
、
「
日
本
軍
の
行
動
は
正
当

防
衛
で
あ
り
、
中
国
こ
そ
日
本
の
特
殊
権
益
を
脅
か
す
暴
戻
な
国
で

あ
る
」
と
の
善
悪
二
元
論
に
立
脚
し
、
中
国
非
難
に
終
始
し
た
。
ま

た
ア
メ
リ
カ
や
連
盟
が
対
日
批
判
を
強
め
て
い
く
と
、
ア
メ
リ
カ
の

過
去
に
お
け
る
「
膨
張
的
帝
国
主
義
」
に
論
及
し
、
こ
れ
を
も
っ
て

そ
の
日
本
批
判
は
当
た
ら
な
い
と
反
論
す
る
一
方
、
日
本
は
「
大
ア
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ジ
ア
主
義
の
盟
主
」
と
し
て
欧
米
の
包
囲
網
に
対
抗
す
る
よ
う
国
民

世
論
に
訴
え
た
。
そ
の
意
味
で

オ
ロ
ー
グ
の
典
型
で
あ
っ
た
が

っ
た
と
も
い
え
る
。

四

、
蘇
峰
は
ま
さ
し
く
扇
動
的
な
イ
デ

、
同
時
に
時
代
思
潮
の
体
現
者
で
あ

　
転
じ
て
、
国
際
的
対
応
の
視
点
を
扱
っ
た
最
後
部
の
四
論
文
、
浅

野
論
文
の
「
イ
ギ
リ
ス
の
同
情
と
批
判
」
、
黄
論
文
の
「
満
州
事
変

と
中
国
国
民
党
」
、
中
村
論
文
の
「
満
州
事
変
と
中
国
共
産
党
」
、
文

論
文
の
「
満
州
事
変
と
朝
鮮
民
族
」
の
各
要
点
に
触
れ
た
い
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
日
本
の
武
力
発
動
に
対
し
、
錦
州
爆
撃
以
前
は

同
情
論
が
強
く
、
対
日
理
解
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
関
東
軍
に
よ
る

錦
州
爆
撃
を
契
機
に
対
日
批
判
が
高
ま
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
の
行
動

そ
の
も
の
が
不
戦
条
約
や
連
盟
規
約
、
九
か
国
条
約
に
違
反
す
る
と

の
認
識
が
生
ま
れ
、
経
済
・
外
交
上
の
対
日
制
裁
が
議
論
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
制
裁
に
反
対
し
、
連
盟
に

よ
る
現
地
調
査
の
実
施
を
選
択
し
た
。
新
聞
論
調
で
も
、
日
本
を
断

罪
す
る
も
の
は
一
部
に
止
ま
り
、
連
盟
に
よ
る
平
和
的
解
決
に
期
待

す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ギ
リ
ス
権
益
の
中
心
で
あ
る

国
際
都
市
の
上
海
に
事
変
が
飛
び
火
す
る
と
、
も
は
や
政
府
も
新
聞

も
同
情
論
か
ら
離
れ
、
対
日
非
難
を
鮮
明
に
し
た
。
さ
ら
に
満
州
国

の
建
国
と
日
本
の
承
認
は
↓
層
彼
ら
の
不
信
感
を
強
め
た
。
そ
れ
で

も
、
日
本
の
連
盟
脱
退
後
も
極
東
地
域
で
の
事
態
の
好
転
を
期
待
す

る
論
調
は
失
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
で
は
肝
心
の
中
国
の
対
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
関
東
軍
が
わ

ず
か
半
年
で
満
州
を
制
圧
で
き
た
一
因
は
、
張
学
良
と
蒋
介
石
の
無

抵
抗
主
義
の
方
針
に
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
北
伐
後
の
反
蒋
戦

争
に
伴
う
国
民
党
政
府
の
政
治
的
・
軍
事
的
不
安
定
性
が
あ
っ
た
こ

と
、
張
は
自
己
の
東
北
軍
の
勢
力
温
存
を
最
優
先
し
た
こ
と
、
蒋
は

日
本
軍
の
軍
事
行
動
が
挑
発
に
止
ま
ら
ず
、
満
州
制
圧
に
あ
る
以
上
、

日
中
交
渉
で
は
現
状
肯
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
考
え
た
こ
と
、
む

し
ろ
反
蒋
派
の
広
東
臨
時
政
府
が
日
中
直
接
交
渉
を
主
張
し
た
が
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
中
国
は
連
盟
に
事

変
の
解
決
を
委
ね
た
が
、
蒋
自
身
は
連
盟
に
あ
ま
り
期
待
せ
ず
、
む

し
ろ
日
本
に
対
抗
で
き
る
体
制
を
築
く
た
め
、
掃
共
作
戦
を
中
止
さ

せ
、
国
民
党
内
部
の
統
一
を
促
進
し
た
。
そ
の
後
犬
養
首
相
の
密
使
、

萱
野
長
知
と
旧
広
東
派
と
の
間
で
満
州
の
張
勢
力
を
排
斥
す
る
交
渉

が
密
か
に
進
め
ら
れ
た
が
、
犬
養
の
死
に
よ
り
挫
折
し
、
そ
の
結
果
、

満
州
問
題
を
未
解
決
に
し
た
ま
ま
日
中
戦
争
と
い
う
最
悪
の
事
態
を

迎
え
る
に
至
る
。

　
こ
の
間
の
中
国
共
産
党
の
動
向
で
あ
る
が
、
国
民
党
政
府
軍
の
厳

し
い
弾
圧
の
前
に
、
党
中
央
と
省
境
の
農
村
地
帯
に
分
散
し
て
い
た
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地
方
の
関
係
は
途
絶
し
が
ち
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
事
変
勃
発
に

際
し
て
も
各
地
方
組
織
は
中
央
の
指
令
に
対
し
て
独
自
の
見
解
と
行

動
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
党
中
央
は
事
変
の
目
的
を
日
本
帝
国
主

義
が
ソ
連
に
侵
攻
す
る
計
画
の
一
段
階
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
資
本
主

義
諸
国
連
合
に
よ
る
反
ソ
連
戦
争
の
準
備
で
あ
る
と
の
見
解
を
提
示

し
た
。
と
す
れ
ば
、
ソ
連
防
衛
・
中
国
革
命
保
持
の
た
め
「
反
日
反

帝
・
反
国
民
党
」
闘
争
を
推
進
す
る
政
策
が
実
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
認
識
は
党
中
央
の
独
創
て
は
な
く
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
意
思
を
受
容
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
満

州
省
党
委
員
会
を
は
じ
め
、
陳
西
省
、
四
川
省
な
ど
の
地
方
指
導
部

は
反
日
闘
争
に
消
極
的
で
あ
っ
た
り
、
反
日
と
反
帝
運
動
に
段
差
が

あ
っ
た
り
、
党
中
央
の
意
向
に
沿
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
党
中
央
は
闘
争
政
策
に
対
す
る
地
方
の
独
自
の
解
釈
に
厳
し
い
批

判
を
加
え
て
、
党
内
の
見
解
を
統
】
し
て
い
っ
た
。

　
さ
て
日
韓
併
合
に
よ
り
日
本
の
植
民
地
と
な
っ
た
朝
鮮
は
、
事
変

勃
発
以
後
、
「
大
陸
兵
姑
基
地
」
と
し
て
活
用
さ
れ
、
日
本
の
植
民

政
策
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
朝
鮮
内
部
で
の
反
日

運
動
は
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
対
日
協
力
に
転
向
し
た
か
沈
滞

に
陥
っ
た
。
そ
の
底
流
に
は
次
の
よ
う
な
事
実
が
隠
さ
れ
て
い
た
。

事
変
以
前
、
朝
鮮
民
族
は
在
満
州
朝
鮮
人
の
安
全
問
題
に
関
心
を
も

ち
、
万
宝
山
事
件
で
も
中
立
的
認
識
を
示
し
た
が
、
事
変
以
後
、
中

国
の
対
外
依
存
態
度
や
連
盟
・
ア
メ
リ
カ
の
満
州
問
題
へ
の
干
渉
を

非
難
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
従
来
の
非
現
実
的
な
歴
史
認

識
か
ら
国
際
政
治
の
力
学
、
強
大
国
の
自
国
中
心
主
義
に
目
覚
め
、

日
本
の
国
力
と
国
際
的
地
位
を
再
認
識
し
は
じ
め
た
。
こ
う
し
て
事

変
前
の
朝
鮮
社
会
に
蔓
延
し
て
い
た
反
日
ム
ー
ド
お
よ
び
反
日
強
硬

闘
争
も
低
下
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五

　
以
上
、
諸
論
文
の
要
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
後
に
全
体
へ
の
感

想
を
付
し
て
結
語
と
し
た
い
。

　
本
書
を
評
価
で
き
る
点
は
三
つ
あ
る
。
ま
ず
第
一
は
、
埋
も
れ
て

い
た
事
実
を
発
掘
し
、
近
代
日
本
政
治
外
交
史
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
満
州
事
変
の
実
態
を
よ
り
立
体
化
し
、
そ
の
屈
折
点
を

鮮
明
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
与
党
民
政
党
、
無
産
政
党
、

国
維
会
、
東
亜
同
文
会
な
ど
の
姿
勢
の
変
化
と
か
、
イ
ギ
リ
ス
諸
新

聞
の
多
面
性
、
中
国
国
民
党
・
共
産
党
内
部
の
不
統
一
性
、
ま
た
朝

鮮
民
族
の
対
日
態
度
の
変
化
な
ど
、
先
行
研
究
（
『
太
平
洋
戦
争
へ

の
道
』
『
日
米
関
係
史
』
そ
の
他
）
で
従
来
見
落
と
さ
れ
て
い
た
実

状
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
学
問
的
功
績
は
大
き
い
。

　
第
二
は
、
論
文
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
か
取
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
か
く
こ
の
種
の
大
論
文
集
で
は
、
論
文
間
の
不
統
一
の
荒
さ
が
目
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に
付
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
論
文
個
々
の
内
容
と
は
別
に
、

論
文
全
体
の
質
量
の
均
質
性
と
統
一
性
が
も
っ
と
も
重
要
と
な
る
。

本
書
の
場
合
、
事
変
直
前
の
万
宝
山
事
件
か
ら
、
事
変
勃
発
以
後
の

錦
州
爆
撃
、
中
国
の
連
盟
提
訴
、
犬
養
内
閣
成
立
、
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン

宣
言
、
上
海
事
変
、
満
州
国
建
国
、
五
・
一
五
事
件
と
斉
藤
内
閣
成

立
、
満
州
国
承
認
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
と
連
盟
脱
退
へ
と
至
る
時
期

に
限
定
し
、
い
わ
ば
こ
れ
を
縦
の
基
軸
と
し
た
k
で
、
各
論
者
が
各

自
の
領
域
を
横
軸
に
設
定
す
る
と
の
方
式
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
が
読
者
の
理
解
を
容
易
に
し
、
興
味
を
注
ぐ
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
の
二
人
の
編
集
者
（
内
川
・
玉
井
）

の
労
を
多
と
し
た
い
。

　
そ
し
て
第
三
は
、
上
記
二
点
と
も
関
係
す
る
が
、
日
本
の
内
外
の

両
視
座
か
ら
満
州
事
変
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
の
所
期
の
目
標
を
達

成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
国
内
的
組
織
や
人
物
が
国
際

的
組
織
に
比
し
て
上
回
っ
て
い
る
こ
と
や
、
当
初
の
編
集
構
想
に
あ

っ
た
日
本
軍
部
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
が
欠
落
し
た
こ
と
が
惜
し

ま
れ
る
が
、
第
一
点
で
示
し
た
と
お
り
、
そ
の
不
足
を
補
っ
て
余
り

あ
る
玉
稿
が
揃
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
本
論
文
集
の
「
扇
の
要
」
と
も
い
う
べ
き
序
論
な
い
し
結

論
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
二
二
の
多

角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
っ
て
満
州
事
変
の
実
態
を
分
析
し
た
こ
と
に

よ
り
、
日
本
近
代
史
の
一
体
い
か
な
る
実
像
と
虚
像
を
解
明
で
き
た

の
か
が
総
括
的
に
提
示
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
あ
る

い
は
、
国
民
世
論
が
事
変
前
後
に
「
満
蒙
聖
域
論
」
に
傾
斜
し
て
い

き
、
そ
れ
が
軍
部
は
も
と
よ
り
政
党
、
マ
ス
コ
ミ
、
経
済
界
に
ま
で

一
大
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
な
ら
ば
、
一
体
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
今
日

的
意
義
を
も
つ
の
か
と
い
っ
た
問
題
提
起
も
な
さ
れ
て
よ
か
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
時
間
的
制
約
の
な
か
で
の
共
同
作
業
ゆ
え
、
編

集
者
の
陣
吟
は
尽
き
な
い
と
推
察
す
る
が
、
将
来
の
課
題
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勤
草
書
房
、
一
九
九
六
年
刊
）
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